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指　標 内　容 白 河 市 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計※1を主体とし
た赤字の割合 赤字なし 12.61％ 20%

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計※2、
企業会計※3のすべての
会計の赤字の割合

赤字なし 17.61％ 30%

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 9.8％
（３か年平均） 25％ 35%

将来負担比率 将来負担が見込まれる
負債の割合 73.4％ 350%

※１一般会計　教育や福祉、道路整備などを行う行政の基本的な会計
※２特別会計　国民健康保険や公共下水道事業などを行うために一般会計と区別している会計
※３企業会計　水道など、民間企業と同様に利用料金などの収益で運営している会計
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468億8,453万円
464億9,920万円

（億）

451億7,338万円
　実質公債費比率が大幅に改善！
　借入金返済額の割合を示す実質公債費比率は、
３か年平均で 9.8％となり、前年度と比較して
1.3 ポイント改善しました。

※値は３か年平均です

　財政健全化が進み、市の「健
全化判断比率」はいずれも国の
基準値内となっているワンッ。
これからも健全化に取り組んで
いくワンッ。

《実質公債費比率》

《基金の現在高》

《市債・企業債の現在高》

　市の貯金に当たる「基金」は、災害発生等の緊急
時の対応や教育・文化の振興、住民福祉の向上など
のために積み立てて活用しています。
　平成26年度は、将来の支出に備えて財政調整基
金と減債基金で１億3,903万円、公共施設等整備
基金で８億7,454万円の積み増しなどを行いました。
これに、文化・スポーツ振興など特定の目的で積み
立てている基金を合わせると、全体で３億9,239万
円の増となり、平成26年度末の基金残高は、120
億8,363万円となっています。
　なお、市民１人当たりに換算すると19万２千円
となります。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要
なことから、借入金を活用しています。これらの施
設は長年にわたり使用するもので、次の世代を含め、
使う人みんなで公平に負担してもらうことが借り入
れをする大きな理由の一つです。
　平成26年度末の残高は576億3,649万円ですが、
後年度に国から地方交付税で補てんされる臨時財政
対策債を除くと実質451億7,338万円です。
　なお、市民１人当たりに換算すると71万８千円
となります。

　合併前の旧４市村では、借入金を有効に活用して
道路や下水道、福祉・教育施設などの整備を行って
きましたが、借入金の残高が増え、返済の負担が重
くなっていました。
　財政健全化のためには、大きくなり過ぎた借入金
の残高を減らすことが必要です。そこで市では、計
画的な借り入れと返済を行うとともに、市税や補助

金などの収入確保と事務事業の見直しなどの経費節
減に努め、捻

ねんしゅつ

出したお金で繰り上げ返済を実施して
きました。
　繰り上げ返済のメリットは、翌年度以降の利子が
節約できることです。利子の節約で捻出した財源は、
市民福祉の向上に活用することができます。

　財政状況が改善しています！
増加し

ていま
す

着実に減少しています
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市の貯金は120億8,363万円です！

市の借入金は451億7,338万円です！

計画的な繰り上げ返済を行っています！

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われているのか、また、市の貯金や
借入金はどれくらいあるのかなどを知っていただくために、市では、毎年６月と12月に財
政状況を公表しています。
　今月号では、現在の財政状況と平成26年度決算の概要をお知らせします。
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　今後も将来にわたり安
定した行政サービスを市
民の皆さんに提供できる
よう、健全な財政運営に
努めていくワンッ。
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市公認キャラクター「しらかわん」
（だるまバージョン）
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歳入 総 額
459億5,954万6千円
前年度比　4.0％増

歳 出 総 額
430億2,651万6千円
前年度比　3.1％増

平成26年度の市民生活に密着した主な事業
◎地域づくり活性化支援事業
◎集会所整備事業
◎消防屯所・消防車両等整備事業
◎循環バス運行事業
◎高齢者サロンあったかセンター事業
◎子ども・子育て支援事業計画策定事業
◎児童手当支給事業
◎子育て世帯臨時特例給付金支援事業
◎放課後児童クラブ事業
◎予防接種事業
◎こども医療助成事業
◎救急医療体制強化支援事業
◎除染対策関係事業
◎ふくしまデスティネーションキャンペーン推進事業
◎農業用施設維持管理事業
◎再生可能エネルギー導入推進事業
◎歴史と伝統を活かしたまちづくり事業
◎道路維持改修および道路新設改良事業
◎白河の歴史再発見！事業
◎市民文化会館建設事業
◎中心市街地市民交流センター（マイタウン白河）改修事業
◎白河中央中学校建設事業
◎表郷公民館建設事業
◎聖ヶ岩ビジターセンター整備事業
◎大信地域市民交流センター建設事業
◎釜子小学校建設事業
◎多世代交流センター（きつねうち温泉）リニューアル事業
◎震災復興記念公園整備事業
◎遊具等整備事業
◎学校図書館利活用推進事業
◎健康スポーツセンター建設事業
◎小峰城跡災害復旧事業

黒　　字
実 質 収 支 額 繰り越す事業の財源
16億1,190万9千円 13 億 2,112 万 1千円

40.9％ 国・県支出金
187億8,057万6千円

道路整備や学校建設など、特定の
事業に対して国や県から支出され
る補助金等。市民文化会館建設事
業や小・中学校の建設事業・道路
改良事業などの財源として活用

20.1％ 地方交付税
92億2,013万5千円

全ての地方公共団体が標準的な行
政サービスを維持するのに必要な
財源を保障するため、国が国税の
一定割合を地方に配分する交付金

18.5％ 市　　税
85億2,113万5千円

市民税、固定資産税、市たばこ
税など、市民の皆さんに納めて
いただいた税金

実質的な交付税である臨時財政対策
債を除く市債は、17億2,280万円

6.4％ 市　　債
29億6,290万円

地方譲与税・交付金※1
※2

※3

※4

2.7％ 12億2,550万8千円

11.4％ その他
52億4,929万2千円

使用料・手数料、繰入金、繰越金など

10.8％ 総務費
46億7,318万5千円

庁舎の維持管理、市税の徴収
など

17.2％ 民生費
74億2,861万3千円

高齢者福祉や児童福祉、保育
園運営、生活保護など

10.7％ 教育費
46億328万1千円

幼稚園、小・中学校の学校教育、
社会教育や文化財の保護など

7.5％ 公債費
32億3,770万円

道路整備や学校建設などによる借入金
の返済

2.7％ 11億5,542万8千円
災害復旧費

9.0％
38億6,048万3千円
土木費

11.3％ その他
48億2,893万6千円

30.8％ 衛生費
132億3,889万円

各種検診や予防接種、除染事業、
ごみ処理など

除染対策交付金を除いた額
341億8,762万7千円 312億5,270万5千円

除染対策事業費を除いた額（ （） ）
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　特別会計は、特定の収入で
特定の事業を実施するための
会計です。一般会計と区別す
ることで、それぞれの事業の
収支や運営実績を明確にする
ことができます。市には、国
民健康保険や公共下水道事業
など、14の特別会計がありま
す。

　一般会計は、教育や福祉、道路整備など、市の行政運営の基本的な事業を行う会計です。
　平成26年度の決算は、歳入総額459億5,954万6千円に対し、歳出総額430億2,651万6千円で、
差し引き29億3,303万円の「黒字」決算となりました。
　なお、翌年度に繰り越す事業の財源13億2,112万1千円を差し引いた実質収支額は、16億1,190万
9千円でした。これは平成27年度の借入金の返済と貯金の積み立て等に活用します。

　財源の確保が困難な状況の中で、
震災復興特別交付税、国・県支出金
等を確保することにより、震災から
の復興・発展のための事業を推進し
ました。

※1地方譲与税・交付金　
　国や県が徴収した税から一定の割合で配分される交付金

※2災害復旧費　災害によって生じた被害の復旧など
※3土木費　道路の舗装や維持補修、河川や公園の維持管理など
※4その他　農林水産業費、消防費、商工費など

　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営
する地方公営企業の会計です。
主に、利用者が支払う料金収入
で事業を行っています。

【水道事業】

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収 益 的 6,840万8千円 6,673万5千円 167万3千円
資 本 的 0円 3,688万8千円 △3,688万8千円

※収支の不足分は、内部留保資金等で補てんします。

【工業用水道事業】

【１人当たり・１世帯当たりの市税の負担と使われたお金】
１人当たりの
　　市税の負担額　   135,402円
　　使われたお金　   683,699円
　　（うち除染対策分　187,088円）

１世帯当たりの
　　市税の負担額　　352,798円
　　使われたお金　1,781,415円
　　（うち除染対策分　487,468円）

※平成27年３月31日現
在の住民基本台帳人口
・世帯数で算出

人口　62,932人
世帯　24,153世帯

《１人当たりに使われたお金の内訳》　※歳出決算額を行政の目的別に分類し、１人当たりの額を算出したものです。

公債費
51,448
          円

労働費
　  340
          円

◇市の財政についてもっと知りたい方は、市ホームページでもご覧いただけます。

http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
《くらしのインデックス → 地域づくり・行政 → 財政》　　　問本庁舎財政課☎㉒1111　内2332
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平成26年度決算の状況

災害復旧費
18,360
          円

消防費
14,857
          円

衛生費
210,368
          円

民生費
118,042    
　　　円

議会費    
4,716

          円

土木費
61,344
          円

農林水産業費
30,873
          円

教育費
73,147
          円

商工費
25,946
          円

総務費
74,258
          円

うち除染対策事業費
117億7,381万1千円

うち除染対策交付金
117億7,191万9千円

一般会計は 教育や福祉 道路整備などど 市の行政運営の基本的な事業を行う会計です

水水水水道事道事道事道事業】業】業】業】
区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
収 益 的 11億5,914万1千円 9億9,577万1千円 1億6,337万円
資 本 的 1億711万4千円 4億9,217万1千円 △3億8,505万7千円

円円
業、業、 うちうち

111

る補る
業業
改良改良金金

円円

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　引
国有林野払受費 18万3千円 18万3千円 0円
教育財産 168万2千円 168万2千円 0円
小田川財産区 104万1千円 104万1千円 0円
大屋財産区 198万5千円 198万5千円 0円
樋ヶ沢財産区 81万7千円 74万5千円 7万2千円
土地造成事業 2,188万9千円 2,188万9千円 0円
国民健康保険 71億8,319万円 65億4,125万1千円 6億4,193万9千円
後期高齢者医療 5億5,521万8千円 5億4,857万3千円 664万5千円
介護保険 50億3,426万9千円 49億2,182万9千円 1億1,244万円
地方卸売市場 4,323万4千円 2,641万6千円 1,681万8千円
公共下水道事業 21億1,364万8千円 21億473万2千円 891万6千円
農業集落排水事業 7億8,844万円 7億8,844万円 0円
個別排水処理事業 7,131万7千円 7,131万7千円 0円
簡易水道事業 3億3,860万9千円 3億1,213万8千円 2,647万1千円
合　　計 161億5,552万2千円 153億4,222万1千円 8億1,330万1千円
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※収支の不足分は、内部留保資金等で補てんします。

3万5千
88万8千円

す。

111　内2332

詳しく見れ
るワンッ。


